
けんしんは来る5月18日に38店舗目となる営業店「大在支店」を新設開店致します。
新店舗の開設は1996年の「東大分支店」の開店以来24年ぶりとなります。出店する
大分市大在地区は大分市の東北部、大野川下流域に位置し、海岸部は臨海工業地帯として
発展を続け、丘陵地には住宅団地が造成され若年世帯が増加しています。昨年8月より
鶴崎支店内に「大在支店開設準備室」を設置し周知活動をスタートしました。
5月20日、21日には新店舗にて新設開店に伴う記念イベントを行う予定です。

中津下毛同友会
久大同友会
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『大在支店』新設開店
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http://www.oita-kenshin.co.jp

本号におきましては、中津下毛同友会、久大同友会、杵築同友会の皆さまに
取材のご協力を頂き誠にありがとうございました。これからも順次各地域の
同友会への取材を企画しております。なお、紙面構成の都合により至らぬ点
もあろうかと存じますが、何卒ご了承くださいますようお願い申し上げます。
（会報誌編集事務局）

■大在支店開店までのお取扱い
大在支店開設準備室
（大分市中鶴崎2丁目3番10号鶴崎支店内）  

TEL097-523-0600
■大在支店開店以降のお取扱い
大在支店（大分市大字角子原908-1）

TEL097-523-0600
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大在支店建設地

大在支店開設準備室
（鶴崎支店内）



特集 愛するまちのためにTOP
INTERVIEW

株式会社 東豊開発コンサルタント
代表取締役 伊藤 良浩氏

久大同友会

DATA
日田市吹上町10-25
0973-23-1289
8：00〜17：00
土・日曜、祝日  Pあり

n
y
a
b

[測量・設計業]

https://www.www.tkc-toho.co.jp

有限会社 渡辺茶舗

中津下毛同友会

DATA
中津市豊田町6-7　
0979-24-5768
9：00〜18：00
不定　Pあり

https://www.rakuten.co.jp/yygayagaya/

n
y
a
b

[小売業]

 渡邉 勉 氏取締役

２代目から３代目へ
心のバトンを繋ぐ
　黒田官兵衛が築いた中津城一帯

に、昔の町割りのまま残る江戸時代

の城下町。そこから線路を隔てた官

公庁街に『渡辺茶舗』は軒を連ねる。

その祖先もまた、黒田家以前にこの

地域を治めていた宇都宮家の家臣

だったという。

　そんな逸話がポンと飛び出すほど

歴史ロマン溢れるまちで、お茶の専

門店を始めたのは第二次大戦後、昭

和26年のこと。満州に渡っていた創

業者がこの地に引き上げてきた後、

畑の野菜や茶葉を売る食料品店を開

いたのが始まりだった。「祖父方には

製茶機が、祖母方は農家で茶畑を

持っていたので、やがて食料品店から

製茶の販売に移行していったそうで

す」と話してくれたのは、３代目の勉

さん、道子さんご夫婦だ。製茶の技術

を極めたのがその父で２代目の道雄

さん。茶葉を仕入れて自家焙煎、ブレ

ンドする今のスタイルを確率したの

である。「修業時代、お茶は掌（たなご

ころ）で見るものだと教わりました。

つまり、手のひらの感触でお茶の良し

悪しを見極めろと言うことです」とい

う言葉通り、経験を積むうちに、新茶

の頃は良くても秋口に悪くなるもの、

逆にいずれ美味しくなるものの判断

がついてきたそうだ。追求してきたの

は、お客さまに喜んでもらえる味。

「好みは人それぞれで万人に合わせ

るのは難しいことですが、まずは自

分が美味しいと思うものを工夫して

きました」。そんな道雄さんから最

近、製茶を任されるようになったと

いう勉さん。道雄さんが「真面目」と

褒める３代目は、妻の道子さんとと

もに、お茶離れした世代に向けた新

しい商品づくりにも取り組んでいる。

　そのひとつが、看板商品『蓬莱』（煎

茶）のティーパックタイプ。急須用サ

イズとひとまわり小さなマグボトル

用の２種類あり、すでにほうじ茶、玄

米茶も完成している。これは従来の

ファンからも好評で、「入院中のおば

あちゃんが蓬莱を飲みたがっている

と言って、お孫さんがティーパックが

便利と買いにきてくださったんで

す」。従来より茶葉を細かくしてある

ため茶殻が大きく膨らまず、捨てやす

いのも特徴だ。夏に向け、お茶屋なら

ではの味を叶えたアイスクリームも

４月から新発売の予定。ほうじ茶味

と抹茶味が味わえるそうだ。

　道雄さんが始めたもうひとつの事

業、茶道具の販売は道子さんが引き

継ぎ、買い付けた茶道具・古道具が２

階にもずらり。インターネットショッ

プも展開しており、日本全国、そして

世界とも繋がり始めている。

　「日田が好きなんですよね。理由は

シンプルに、生まれ育ったまちだか

ら」。目尻を緩めながらそう話す、伊藤

良浩社長。父が開業した会社を継ぎ、

多種多様な専門分野がある土木の世

界でも、特に測量を得意としている。

学生の頃は後を継ぐつもりがなかった

そうで、土木の道には進みながらも

「別の会社に勤めながら父と一緒に仕

事ができればと思っていたんです」と

当時を振り返る。「好きなことをすれ

ばいい」と背中を押してくれた父の言

葉もあり、県外で就職。環境調査に関

係する渡り鳥の調査や橋梁の調査、最

終的にはIT業界に興味が湧きサー

バーの運用管理をしたこともあるそう

だ。その頃に暮らしていた千葉県で東

日本大震災を経験。水や電気やガソリ

ンが絶たれ、インフラの重要性を痛感

したという。

　「継ぐつもりがなかった」と言いな

がらも、数年後、父の仕事を手伝うこ

とを決め故郷にUターン。家業に根を

下ろした伊藤社長は、日田でも災害と

向き合うことになった。最初は平成

24年の九州北部豪雨による水害。測

量の要請があり災害現場に駆けつけ、

花月川沿いを延々と歩いて計測したと

いう。被害を把握し復旧、そして将来

の教訓に繋げる大切な任務だ。さら

に、平成29年の豪雨では大規模な土

砂崩れが発生し、集落が孤立した小野

地区に急行。５年の間に技術が大きく

進歩しており、このときはドローンを

飛ばし、３Dスキャナで測量をしたとい

う。

　土木の世界は技術の進歩が速い。

「従来は二次元の図面をつくり頭の中

で三次元化していましたが、最新の機

器を導入すれば空間全体が写真を見

るように把握できます」と話す伊藤社

長。最新の機器を導入することで、地

域住民の暮らしはもとより、従業員の

命もより守れるようになった。

　技術の進歩により、働き方も変わっ

ている。「今後10年間で会社のデスク

に座ったままドローンを操作し、測量

ができる画期的な時代が来るかもしれ

ない」と言う。業務にITの技術を柔軟

かつ積極的に取り入れる先駆的な企

業として、業界を牽引する日々。大分

県測量設計コンサルタンツ協会久大地

区の理事も務めている。その背景に

は、自社がひとり勝ちするのではなく

「業界全体が潤い、地元経済に貢献で

きれば」という気持ちが込められてい

る。異業種の仲間たちと集う「たのも

し」という会で娯楽イベントも企画。

いつも心にあるのは、「日田のまちが

良くなるように」という思い。「安心し

て暮らせる豊かなまちをつくるため、

貢献していきたい」と日田への愛が溢

れた。
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生まれ育ったふるさとの
豊かな未来をつくりたい

左／２階には所狭しと茶
道具や古道具が展示され、
販売している
下左／ティーパックのパッ
ケージには、家紋の渡辺星
をあしらった。福沢通支店
の松本支店長のアドバイ
スもお役に立てたとか
下右／茶葉は静岡と鹿児
島から仕入れて自社で製
造。看板商品「蓬莱」は
1000円と思えないクオリ
ティと喜ばれている
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ドローンで解析した三次元データに
道路計画を合成した図

創業は昭和63年。日田を拠点として社会インフラの
整備に貢献

最先端技術を搭載したレーザードローンの機体

測量作業の様子。さまざまな業務に最新機器を導入してい
るが、人の手も外せない
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新風力       爽風力キラリ
ふわり

株式会社 千咲

杵築同友会

DATA
杵築市杵築398-1
0978-66-1112
9：30〜16：30、公演は13：00〜16：00
毎月最終日、不定休あり※要問い合わせ
あり　http://shuurakukan.com

n
y
a
b
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[娯楽業]

 矢野 公一氏代表取締役

杵築のご当地スイー
ツとして有名な「臥牛
ソフトクリーム」は地
元の紅茶味。臥牛城
とも呼ばれた杵築城
にちなんだ名前

地元に根を張り
モノづくりを楽しむ

伝統に新たな価値を加え
次世代へ船出

フォーユーホーム 株式会社
代表取締役  長田 雅彦さん（中央）

DATA

玖珠郡玖珠町塚脇260 石田ビル1F
0973-72-2870　a10：00〜19：00
水曜　Pあり　http://guilty-lf.jp

Instagram　guiltyleatherfactory　　

n
y
b

Guilty Leather Factory
[革製品製造・小売業]

有限会社 STOKED
取締役 江藤 健司さん

中津市下池永101-5
0979-22-3885
9：00〜18：00
水曜
あり

https://foryou-h.com

DATA

n
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b
P

フォーユーホーム 株式会社
［住宅建築業］
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江藤健司さんは、県内に数少ない革
製品の職人。小物を中心に製造・販
売を手がけている。工房と店舗を構え
るのは玖珠ICから車で約５分の国道
210号沿い。今から17年前、颯爽とハ
ーレーを乗りこなすようなライダーたちを
ターゲットにオープンした。
　小さなまちを商圏とすることに不安
はなかったのか？　そう尋ねると「若
い頃は勢いがあり、やりたいことに向
かっていけた。このまちで店を開くこと
に不安はなく、むしろ生まれた地域で
やっていきたかったんです」と笑顔を
のぞかせた。その姿勢が顧客を呼び、
現在はしっかりと地域に根を張ってい
る。「近所の奥さまもカバンの修理を頼
んでくれます」というエピソードがそれ

を物語っている。10年ほど前から服や
雑貨も店頭に並べるようになり、若者
の拠り所ともなっている。
　オリジナルブランド「Guilty Flame」
のアイテムは、流行にとらわれない個性
的なデザインが特徴。素材に採用して
いる上質なヨーロッパの革は発色が良
く、日々のファッションをランクアップさ
せてくれる。バスケットウォレットなど定
番ラインのほか、オーダーメイドにも対
応しており、贈り物のニーズも多いと
か。加えて、地元企業とのコラボレーシ
ョンも楽しんでおり、ホンダカーズ玖珠
のノベルティとしてキーホルダーもデザイ
ンした。「一つとして同じものはできな
いんです。終わりがないのがモノづくり
の面白いところですね」と語る江藤さ
ん。プロならではの美しい仕上がり、そ
してスピーディーな仕事を心がけなが
ら、これからも探求心を忘れない。

　ハウスメーカーが乱立する中津市に
根を張り、小規模ながら「地域密着」
を掲げ勝負し続けている。昨年５月に
世代交代が行われ、先代とともに会社
の基礎、そして土台を創り上げてきた
長田雅彦社長が新たな顔となった。
　経営姿勢には、独創性、誠実さ、情
熱というキーワードを打ち出し、お客さ
ま志向や地域社会貢献も忘れない。
何より「失敗を恐れず挑戦したい」と
意気込んでいる。家づくりは、お客さま
のライフスタイルに合わせて、一つひと
つのニーズに応えていくスタイル。新築、
リフォーム、建て替えなどどんな要望に
も対応。

　創業から27年。ひと世代に値する時
間が経過し、当初の顧客の子どもが成
長して再び新築を依頼されるというケ
ースも出てきているという。「小さい頃
から知っていたお子さんが成人して、
結婚して、また当社でと言っていただ
けることは本当に嬉しいですね。地道
に歩んできた結果だと思いますし、お
客さまに感謝したい」と語る長田社長。
積み重ねてきた伝統をベースに、知識
やスキル、そして情報を本格的に取り
込み、さらに企業価値を高めていきた
いという。
　企業戦士だった自らの歩みを振り返
り、「家庭より仕事を優先してきたことが
少し心残り」と言う。同じ思いを社員た
ちにはさせないよう、働き方改革にも
取り組んでいく方針。フォーユーホーム
の新時代が今、幕を開けた。

五感を賑わす豊かな時間が
杵築の魅力となるように
　長年、観光業に縁の深い矢野公一社

長。三光タクシーの経営者として、また

青年会議所のメンバーとして、生まれ

育った杵築のまちづくりに携わってき

た。しかしその間ずっと、あることにつ

いて考えていたという。

　「もっと杵築のまちに相応しいまち

おこしの手法はないだろうか？」

　そんなある日、知人の紹介で出合っ

たのが大衆演劇の世界だった。旅芝居

の劇団が繰り広げる、笑いと涙、そして

義理人情に満ちたステージ。そのとき

矢野社長は、劇そのものはもちろん、

観客の反応にも注目したそうだ。気に

なったのは、妻に付き添ってきた年配

の男性たち。「最初は大したことなかろ

うという雰囲気だった男性たちが、芝

居が真に迫ってくると前のめりになっ

てきて。最後は一緒に泣いたり笑った

りしているのを目の当たりにしたんで

す。これだ！と思いました」。大事なのは

五感を賑わすもの、そしてハートに残

るものであること。舞踊ショーと時代

物の人情劇からなる大衆演劇は、江戸

時代の趣が宿る杵築の城下町にもマ

ッチする。平成21年、大正時代の酒蔵

を改装した「きつき衆楽観」をオープン

させ、エンターテインメント事業に乗

り出したのである。

　きつき衆楽観では、ほぼ毎日公演を

行っている。舞台はミニ舞踊ショーと

芝居、そして本舞踊ショーの３部構成

からなるめくるめく３時間。魅力は、役

者が目の前に迫る客席と舞台の近さ

である。月替わりで違う劇団を招致し

ているほか、県内の福祉施設などに出

向く出張公演にも対応。自ら足を運べ

ない人々の元へ、豊かな時間を届けて

いる。そんな中、印象的な出来事があ

った。ある施設を訪れた際、役者が歌

う「無法松の一生」を聴いて、90歳を超

えた男性が涙を流していた。その人は

杵築市役所の斜め向かい。国の伝統的
建造物群保存地区に指定された城下町
にある、きつき衆楽観

ま
ち
お
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し
へ
の
思
い
を
熱
っ
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て
く
れ
た
矢
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特集 愛するまちのためにTOP
INTERVIEW

翌日、天国へ旅立った。「後日ご家族が

お礼に来てくださり『大好きな曲だっ

たんです。思い残すことなく天国に旅

立ちました』とおっしゃって。その言葉

を聞いて、私たちの事業を続ける意義

の深さを痛感しました。役者共々これ

からも頑張らなければなりません」。

　城下町散策と観劇をセットで楽しん

でほしいという矢野社長。ファンには

高齢者が多いが、若い世代でも十分に

楽しめる。また、杵築を盛り上げるた

め、七節句を大切にするイベントを企

画したいというさらなる夢もある。

「このまちに来てよかったと思ってい

ただけることを今後もプロデュースし

ていきたいですね」と語るその目に、

情熱が宿っていた。

臨場感たっぷりの舞台が楽しめるホー
ル。友の会に入ると（入会金500円）入場
料が1400円に。さらに、10回観ると1回
無料になる

館内では杵築の特産品や雑貨の販売、食事も可能。
まさに五感で味わい尽くせる

443333



中津市犬丸1685
0979-32-2131
8：00〜17:00
日曜、祝日
あり

n

y

a

b

P

　湯の坪街道と平行した県道沿いで、『田舎庵』
の看板を掲げたうどん屋を昭和44年から営ん
でいる。開業当時は大衆食堂で、まだ湯布院に
も旅館や飲食店が少なかった時代、地域の人々
のたまり場として愛されていたそうだ。その歴
史は２代目の浩久さん、３代目の宏輔さんが店
に立つ今に受け継がれており、いつも多くの人
で賑わっている。名物は、丼の外周と同じくら
い大きな天ぷらが入った「ごぼ天うどん」。外国
人観光客にも「ゴボテン」と親しまれており、ま
た鶏飯にちょっとしたおかずが添えられたセッ
トは子どもと分け合って食べる親子も多いと
か。味はもちろん、家族や仲間とゆっくり寛げる
雰囲気も人気の秘密だ。浩久さん、宏輔さんと
もに商工会や青年団でも活躍中。「これからも
地域の人の拠り所になれたら」と話してくれた。

　武家屋敷群と商店が石畳の階段で繋がる杵
築の城下町。その一角に瓦屋根の長屋を見つけ
たら、それが「髙木商店」だ。創業は明治35年。
初代はお殿様とも縁があったらしく、城の一部
を移築した建物だと言われている。米屋として
の歴史を営み続けて約120年。現在は髙木久
美子社長がトップに立ち、米の集荷から卸売販
売までを手がけている。仕入れているのは山香
や大田を含む地元杵築産の米。豊かな香りとも
ちっとした食感が自慢だ。顧客は杵築市周辺の
飲食店や病院、福祉施設などで、代々の取引が
続いている先も多い。長年の付き合いが多いの
は、「人を信じ、信用されることをモットーとし
ているから」と髙木社長。数年前に他界したご
主人の後継として、息子さんたち家族や従業員
とともに暖簾を守り続ける。

　耶馬溪観光に欠かせない食事どころといえば
こちら。11月半ばから、燃えるような紅葉を愛
でられる一目八景に面しており、食事をしなが
らその絶景を望むことができる。名物は、地元
耶馬溪のそば粉からつくる手打ちそば。自然薯
をたっぷりとかけた「山かけそば」がおすすめ
だ。しいたけのダシがよく利いた汁も評判。粘り
気の強い自然薯だからできる「自然薯のてんぷ
ら」も、ここならではの味である。紅葉の季節が
特に有名な耶馬溪だが、新緑の季節もまた風光
明媚で、店では山菜料理や川魚もおいしい季節
となる。オープンしてから約半世紀。現在は２代
目が店を受け継いでおり、家族経営ならではの
温かな雰囲気も魅力のひとつとなっている。お
土産には「しいたけのからし漬」をぜひ。旨味に
絡むツンとした辛さがやみつきになるはず。

　戦前に自転車屋として創業。時代の波に乗っ
てオートバイ、そして車へと移行し、現在は車両
の点検・販売を主に行っている。昭和44年から
現在地の国道10号沿いに拠点を移し、地元の
人々から親しまれるとともに、行き交う車の緊
急時にも対応してきた。「今日まで続けて来られ
たのも長年のお客さまのおかげ。今後は感謝の
気持ちをサービスで返していきたい」と語るの
は、3代目の宇野文章社長だ。長く安全に車に
乗り続けてもらえるよう、愛情を込めたメンテ
ナンスに余念がない。「悪いところが出てくる前
に提案していくことを心がけています」。昨今で
は保険の取り扱い、ドライブレコーダー設置の
需要も増えているという。また、山香グリーン
ツーリズム研究会の事務局としての顔も持ち、
移住促進やまちの振興にも力を入れている。

COMPANY GUIDE
一目八景の絶景を望む
手打ちそばの名店

感謝の気持ちを込めて
きめ細やかなサービスを提供
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さまざまな客層に人気の「天ぷら御膳」。
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米問屋として約120年
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　3年前から大分県特産のしいたけ栽培に着
手。障がい者の雇用を積極的に行うため、周年
出荷が可能な菌床を選択し、生産から出荷まで
の工程を就労継続支援A型事業所「由布の麓」
（NPO法人リプル）に業務委託している。「由布
の麓」のあり方を模索する中、自社で立ち上げ
たのが「由布のしいたけ」だ。幸運にも汲み上
げた地下水が由布山麓の混じりっけない清水
だったこと。国産の菌床を採用し、通常は省か
れる細かな作業まで丁寧に行うことで唯一無二
の品質を実現。創業から2年目にして、サンマッ
シュ協議会の大会で全国3位に輝いた。現在は
地元の旅館、飲食店への小売と全国に向けた出
荷が主だが、購入の相談には個別に応じてくれ
る。個人客向けのお中元・お歳暮など贈答対応
も可能だ。

しいたけの生産・販売に新規参入
全国に誇る品質
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独特の香りは控えめながら旨味の強い「由布のしいたけ」
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由布市湯布院町川上木床
2245-2
0977-75-8457
8：30〜17：30
不定　Pあり
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杵築市杵築126
0978-62-2039
8：00〜17：00
日曜
なし

由布市湯布院町川上1071-3
0977-84-3266
11：00〜15：00
木曜※祝日の場合は営
業、不定休あり　Pあり
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　久留米運送の営業所から、現会長が平成11年に独立。当時からその右腕となり運営を支え
てきた佐藤和久社長が経営を引き継ぎ、6年目になる。久留米運送からの委託業務を中心に中
津、宇佐、豊後高田、豊前エリアと全国の流通を結ぶ日々。従業員は約50名で、働き盛りの運
転手も多く、関東、関西、名古屋まで運行するなど守備範囲は広い。積荷も食品から衣料品、自
動車部品まで多種多様で、顧客は企業がメインだ。「運んでいるのは荷物ですが、それを手がけ
た企業さんの夢も運んでいると思っています」と、佐藤社長。そんなやりがいのある仕事に「元
気な若者を採用したい」と多くの人材を求めている昨今。20～60代まで幅広い年齢の方が活
躍する同社では、未経験者でもベテランがきめ細かく指導
できるのが強み。女性も大歓迎だという。

本社営業所のほか倉
庫事業も手がける
「区域事業部」も売上
を伸ばしている
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